
＜現状＞
○地域防災計画及び各種マニュアル策定
・初動体制 ・応急対策 ・避難所
・要配慮者支援、医療、ボランティア
○原子力災害対策計画策定
○総合防災マップ等の作成
○災害時備蓄品の計画的整備
＜課題＞
○地域防災計画等の事業展開
→地域に対応した災害対策の実施

状況認識（現状と課題） 目的（ねらい）

自助、共助、公助の協働に

よる災害対策体制の確立

（地域防災力の強化）

減災による

安全・安心のまちづくり

<地域防災力アップ事業＞
地域防災計画等のアクションプランのひとつとして、防災関係のハザードマップ・

パンフレットを活用した、地域住民の方の参加による災害時図上訓練を実施するこ

とにより、災害時の地域の弱点が克服できる自助・共助・公助による防災体制を強

化していく。

第１回

防災マップ作成

避難の課題

第２回

防災マップ修正

地区防災計画の
作成（避難計画）

防災マップと

地区防災計画

の配布

■図上訓練による防災マップや地区防災計画作成の流れ

●3年間（H24～H26年度）で、延べ16自治会連合、158自治会
（自主防災組織）で実施
●連合自治会単位で水害・土砂災害・地震災害を対象に実施
●水害(びわ) 28、土砂災害(余呉、小谷など) 55、地震災害
(高月、第9など）75の自主防災組織

第１回訓練（地域の水害・土砂災害リスクの把握）

①あなたは、まず何を考えますか？

②避難はいつ頃しますか？

③避難する際に、必要なものがありますか？

④あなた自身、家族や地域において、避難を
するときの問題はありますか？

⑤日頃から、あなた自身、家族や地域ででき
ることはありますか？

防災マップ
の作成

第１回で作成した
マップをデジタル化

地区別避難計画のひな形に穴
埋め形式で、避難方法や避難
の目安等記入。また、防災訓
練のアイデアもグループで討
議。自治会単位で実施。

第２回（避難計画案の検討、防災マップの仕上げ）

長浜市 災害図上訓練実施事業 資料２－２

1



0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後調査

事前調査

住んでいる地域が今後10年くらいの間に土砂災害に遭うと思いますか。(N=141)

そう思う 少しそう思う どちらでもない あまり思わない 思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後調査

事前調査

土砂災害対策は、砂防ダム等の対策と併せて避難訓練や土砂災害経験の伝承など、ソフト対

策も実施する必要があると思いますか(N=141)

そう思う 少しそう思う どちらでもない あまり思わない 思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後調査

事前調査

土砂災害時には降雨状況等に応じて、家屋の２階への避難も選択肢にあると思いま

すか。(N=99:H25年度の質問から設定）

そう思う 少しそう思う どちらでもない あまり思わない 思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後調査

事前調査

行政のみで土砂災害対策を実施するのは限界があると思いますか。(N=141)

そう思う 少しそう思う どちらでもない あまり思わない 思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後調査

事前調査

土砂災害対策は行政だけでなく、地域も実施すべきと思いますか。(N=141)

そう思う 少しそう思う どちらでもない あまり思わない 思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後調査

事前調査

行政をあてにせず、人命や財産は自分で守るべきと思いますか。(N=141)

そう思う 少しそう思う どちらでもない あまり思わない 思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後調査

事前調査

住んでいる地域が今後10年くらいの間に水害に遭うと思いますか。(N=67)

そう思う 少しそう思う どちらでもない あまり思わない 思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後調査

事前調査

水害対策は、河川改修など川の中の対策と併せて避難訓練や水害経験の伝承など、ソ

フト対策も実施する必要があると思いますか。(N=67)

そう思う 少しそう思う どちらでもない あまり思わない 思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後調査

事前調査

水害時には降雨状況等に応じて、家屋の２階への避難も選択肢にあると思いますか。

(N=25)

そう思う 少しそう思う どちらでもない あまり思わない 思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後調査

事前調査

行政のみで水害対策を実施するのは限界があると思いますか。(N=67)

そう思う 少しそう思う どちらでもない あまり思わない 思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後調査

事前調査

水害対策は行政だけでなく、地域も実施すべきと思いますか。(N=67)

そう思う 少しそう思う どちらでもない あまり思わない 思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後調査

事前調査

行政をあてにせず、人命や財産は自分で守るべきと思いますか。(N=67)

そう思う 少しそう思う どちらでもない あまり思わない 思わない

■災害図上訓練前後の意識の調査結果(参加者アンケート)

水害に関するアンケート結果 土砂災害に関するアンケート結果

第１回訓練（地域の水害・土砂災害リスクの把握）

第１回図上訓練において、
訓練前後の意識変化を調査

・今後10年以内の災害発生の有無
については、訓練後は居住地区
の災害発生リスクに対する意識
が向上。

・避難訓練や災害経験伝承などの
ソフト対策実施については、訓練
後はその必要性を認識する人の
割合が増加。

・家屋2階への垂直避難については、
訓練後は垂直避難の意識が向上。

・図上訓練の開催により自助・共助
の意識レベルが上昇。

・全ての質問において訓練前後で
意識レベルが向上しており、災害
図上訓練による効果を確認。

※右図は、Ｈ24～Ｈ26に実施した水
害、土砂災害及び地震に関する
アンケート結果から、水害と土砂
災害に関する結果を抽出した。
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第２回（自治会単位での避難計画案の検討、防災マップの仕上げ）

水害の防災マップの例

土砂災害の防災マップの例

■第２回訓練におけるグループ討議の意見（一例）

水害についての意識が向上し
た、水害は起こらないと考え
ていた部分があったが昨今の
異常気象からいつ何時起きる
という考えに変わった、日頃
感じていない災害等の事を勉
強させてもらった。

周囲に高台がないため、避難
場所を設けず、警報・避難勧
告等が出た場合は、各自垂直
避難(家の2階等などに避難)す
ること

自治会の防災計画に沿って、組
長が人数を確認し、逃げ遅れた
場合は、複数の人で対応する。

要支援者リストを作成し、防
災推進委員が安否確認を行う。
防災推進委員が安否確認でき
ない場合は、隣近所の方が支
援し垂直避難する。

要支援者リストを作成済みで、
支援者の方がリストにより確
認する。支援者の要請に基づ
き、救護班が救出に向かう。

要支援者リストを作成し、車
いすや寝たきりの方は2人以上、
高齢者の方は1人で協議委員以
上が救出支援する。
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